
●
　当 

面 

の 

予 

定
　●

５
月
２
日
（
月
） 

堺
市
民
セ
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タ
ー

 

　
就
業
報
告
書
受
付
（
14
時
〜
15
時
）

　
　
６
日
（
金
） 

就
業
報
告
書
受
付
４
月
度
最
終
日

 

入
会
説
明
会
（
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
）

 

定
例
日
研
修
（
13
時
30
分
〜
15
時
30
分
）

　
　
12
日
（
木
）  

就
業
相
談
会
（
13
時
30
分
〜
16
時
）

　
　
19
日
（
木
） 

定
例
日
研
修
（
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
）

　
　
24
日
（
火
） 

　
　
26
日
（
木
） 

就
業
相
談
会
（
13
時
30
分
〜
16
時
）

６
月
１
日
（
水
） 

堺
市
民
セ
ン
タ
ー

 

　
就
業
報
告
書
受
付
（
14
時
〜
15
時
）

　
　
２
日
（
木
） 

就
業
報
告
書
受
付
５
月
度
最
終
日

　
　
７
日
（
火
） 

入
会
説
明
会
（
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
）

 

定
例
日
研
修
（
13
時
30
分
〜
15
時
30
分
）

　
　
９
日
（
木
） 

定
例
日
研
修
（
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
）

 

就
業
相
談
会
（
13
時
30
分
〜
16
時
）

　
　
21
日
（
火
） 

定
時
総
会

 

和
光
大
学
ポ
プ
リ
ホ
ー
ル
鶴
川（
予
定
）

　
　
23
日
（
木
） 

就
業
相
談
会
（
13
時
30
分
〜
16
時
）

　
　
24
日
（
金
） 

７
月
４
日
（
月
） 

堺
市
民
セ
ン
タ
ー

 

　
就
業
報
告
書
受
付
（
14
時
〜
15
時
）

　
　 

就
業
報
告
書
受
付
６
月
度
最
終
日

配
分
金
支
払
日

配
分
金
支
払
日

注　意

※

就
業
報
告
書
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
常
時

　
受
付
け
て
い
ま
す
。
平
日
の
み
。

緊
急
事
態
宣
言
発
令
期
間
中
等
の
定
例
日
研
修
や

就
業
相
談
会
な
ど
は
、
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

公益社団法人　町田市シルバー人材センター 会報

～夢が膨らむ シルバー人材センターを目指して！～

発行　公益社団法人　町田市シルバー人材センター
編集　広報活動委員会
　　　〒194-0022 町田市森野１-１-15

（わくわくプラザ町田）

　　　TEL 042-723-2147　FAX 042-724-0407
　　　ホームページ https://webc.sjc.ne.jp/machida/

No.2512022年（令和４年）５月

（題字 会長 松田 良藏 筆）

「高齢者を地域で支える体制づくり」の構築を推進し、「高齢者が地域でいきいきと暮らせる
環境及び就業の場の創出」を実現します。　　　　　　 　　　（関連ページ：P4、P6 参照）

	 銀	齢	だ	よ	り	 2022年（令和４年）５月	（1）



お詫び 　『銀齢だより』2022年３月号(No.250)  ３ページ「役員室だより」にて常務理事のお名前を誤って掲載しました。
お詫びして訂正致します。（誤） 西原　数子 → （正） 西原　教子

人事（敬称略） 訃報（１、２月受付分）
佐藤　智恵子 様
鈴木　安藝夫 様　
謹んでお悔やみ申し上げます。　

●地域班長委嘱
　（任期　令和５年３月31日まで）
　専徒（せんと）　康弘 （南地区鶴間）

●事務局（４月１日付）
　主任　堀　恵理子
●新規採用　臨時職員
　神田しのぶ（事務補助）　

理 事 会 報 告

◆令和３年度  第12回臨時理事会　開催日　令和４年３月16日（水）開催

付議事項：第１号議案　「会員入退会取扱要領」の一部改正（案）について
　　　　：第２号議案　「財務規程」の一部改正（案）について
　　　　：第３号議案～第16号議案　職員人事・給与関連議案

１．理事会付議事項（下記議案についてオンライン会議開催、承認・了承されました）

◆令和３年度  第11回臨時理事会　開催日　令和４年２月15日（火）開催

付議事項：第１号議案　会員の入会承認について
報告事項：報告第１号　会長・副会長・常務理事の職務執行状況報告について 
　　　　：報告第２号　オンライン入会ビデオについて 

１．理事会付議事項・報告事項（下記議案、報告事項についてオンライン会議開催、承認・了承されました） 

◆令和３年度  第11回定例理事会　開催日　令和４年２月28日（月）開催

付議事項：第１号議案　会員の退会について
　　　　：第２号議案　令和４年１月分事業実施状況報告について
　　　　：第３号議案　令和４年度事業計画書（案）について
　　　　：第４号議案　令和４年度一般会計収支予算書（案）について
　　　　：第５号議案　令和４年度資金調達及び設備投資の見込み（案）について
　　　　：第６号議案　令和４年度安全管理対策実施計画（案）について 

１．理事会付議事項・報告事項（下記議案についてオンライン会議開催、承認・了承されました）

２．諸報告

常 　 務 ・ SDGs（持続可能な開発目標）の認証を受けた。これからの就業機会の拡大に繋げたい、また女性
就業でのイメージアップのため、SDGsのロゴを入れたスカーフを作成し配付する。

副 会 長 ・１月～３月の期間は退会者が多く就業率が下がる傾向にある。保育や幼稚園での消毒作業などでの
就業機会を開拓する。

会　　長 ・職員を１名募集する。
・熱中症マニュアルを安全管理委員会で作成中、完成次第報告する。

◆令和３年度  第12回定例理事会　開催日　令和４年３月28日（月）開催

付議事項：第１号議案　会員の入会承認及び退会について
　　　　：第２号議案　令和４年２月分事業実施状況報告について
　　　　：第３号議案　「事務処理運営要綱」様式２号の変更（案）について
　　　　：第４号議案　「職員の勤勉手当に関する基準」の一部改正（案）について
　　　　：第５号議案　「役員賠償責任保険」の件について
報告事項：報告第１号　酷暑期における就業·行動指針について
　　　　：報告第２号    地域班長の委嘱について

１．理事会付議事項・報告事項（下記議案、報告事項ともに承認・了承されました）

２．諸報告

常 　 務 ・１月～３月期間中、家庭の仕事での需要が下がる（要因は植木や除草等の需要低下）。この期間、収入が減る会員
を家事援助でのタスクフォースに組み込む。このため地区担当委員も班長と連携して対応に当たって欲しい。

会　　長 ・葬祭事業が令和３年度で終わる。木曽作業所については当面、従来通り『銀齢だより』の引取りや
作業場として活用する。

安全就業のお願い
昨年６月の総会で、副会長に就任して早く

も９か月が経過しました。
職員からの報告や決裁書類等で気が付いた

ことは以下の通りです。
大きな事故ではありません。就業中の事故

が非常に増えていて、センターとして安全就
業をお願いする次第です。就業中の事故は、
本人はもちろん家族や発注者にも大変迷惑が
掛かります。

　　　　　現場に行く手段に自転車等を利用
する際は、必ずヘルメットを着用
して交通法規を遵守すること。

　　　　　刈払機等を使用する際は、必ず事
前に点検をして安全を確保するこ
と。飛び石で、周囲の車や住宅の
ガラス等破損に注意を払うこと。

　　　　　家事援助事業は他人の室内に入る
ので、家財やテレビ等の傷や破損
に、細心の注意を払うこと。

　　　　　そして、就業は、丁寧に親切に楽
しく終わらせ喜んでいただくこと。

　　　　　シルバーの宣伝にもなりますの
で、作業中は、全てシルバーの帽
子とチョッキを着用すること。

以上、よろしくお願い致します。
（副会長　矢口 孝明）

役
員
室
だ
よ
り お願い１

お願い４

お願い３

お願い２

お願い５

男
女
計

1,989
932

2,921

3
1
4

１．会員登録状況（令和４年２月末日現在） 単位：人

12月末
会員数

2月末
会員数

入会員数
1月

前年
同月比

退会員数

1
2
3

2月
21
8

29

2月
17
18
35

1月
1,955

909
2,864

▲36
▲32
▲68

48,211
51,628

671,408

1,843（3.2%）
4,618（7.7%）
▲389（▲0.0）

1,504
1,655
2,202

52.0 
57.8 
76.4 

２．事業実績 ３．派遣事業

配分金
3,663
5,034

42,243

材料費・他
7,851
8,004

69,322

事務費
59,725
64,666

782,973

合　計
就業実人員
（人）

就業率
（％）

1月
2月
当期累計

3,539 
3,503 

36,685 
▲7,779

523 
514 

5,418 
▲983

80 
82 

111 
▲40

788 
789 

8,380 
▲3,101

１月
２月
当期累計
前年同期比

賃金
（千円）

手数料
（千円）

就業実人員
（人）

就業延人員
（人・日）

◆会員登録・事業実績

（単位：千円）
前年同月比

契　約　金　額

定時総会について
　６月21日（火）午後から和光大学
ポプリホール鶴川で開催する予定で
す。昨年同様に新型コロナウイルス感
染症に対する会員の皆さまの健康の
ため、出来る限り「委任状」又は「議
決権行使書」を提出いただき、当日の
来場はご遠慮いただくようお願いい
たします。なお資料は５月末までに
会員自宅宛てに郵送する予定です。

「Smile to Smile」の登録方法が分からない方
　下記日程で『スマスマ個別相談』（無料、45分程
度）を行っています。感染症対策の為、各時間帯４名
の事前予約制となっています。希望される方は、お電
話（042-723-2147）にてご予約をお願い致します。

（スマートフォンをお使いの方は、当日お持ちください）

＜単発の仕事＞選挙会場での案内業務　就業会員募集！！
就　業　日　2022年７月参議院議員選挙 投票日および

前日準備（詳細日程は未定）

業務内容　前日（土曜）⇒設営準備 ２時間程度
　　　　　（各投票所により異なる）
　　　　　当日（日曜）⇒投票会場にて市民の案内・

駐車場管理など
　　　　　A 6:30～14:00　B 14:00～20:30
　　　　　基本、土日両日とも参加できる方。
条　　件　・公務にふさわしい服装・態度・言葉遣

いが出来る方。
　　　　　・投票に来る市民に対し、親切丁寧な応

対が出来る方。
　　　　　・担当する投票会場を選ぶことはできま

せん。

①メール　宛先「silver-senkyo2022@machida-sjc.or.jp」
　（右のQRコードで申込みできます。自動返信

の確認メールを送付しますので、メールが
届かない場合はお問合せください）

②窓口
③電話（回線が限られているため、可能な方は①か②の

手段でお願いします）

申込期間は2022年５月10日から５月31日まで。先着
順ではありません。

６月以降、結果を順次ご連絡いたします。

申込方法

選考

※QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

⑴ 5/12㈭　⑵ 5/26㈭　⑶ 6/9㈭　⑷ 6/23㈭
時間は各日とも
①13:00 ～　②14:00 ～　③15:00 ～

（2） 2022年（令和４年）５月	 銀	齢	だ	よ	り	



お詫び 　『銀齢だより』2022年３月号(No.250)  ３ページ「役員室だより」にて常務理事のお名前を誤って掲載しました。
お詫びして訂正致します。（誤） 西原　数子 → （正） 西原　教子

人事（敬称略） 訃報（１、２月受付分）
佐藤　智恵子 様
鈴木　安藝夫 様　
謹んでお悔やみ申し上げます。　

●地域班長委嘱
　（任期　令和５年３月31日まで）
　専徒（せんと）　康弘 （南地区鶴間）

●事務局（４月１日付）
　主任　堀　恵理子
●新規採用　臨時職員
　神田しのぶ（事務補助）　

理 事 会 報 告

◆令和３年度  第12回臨時理事会　開催日　令和４年３月16日（水）開催

付議事項：第１号議案　「会員入退会取扱要領」の一部改正（案）について
　　　　：第２号議案　「財務規程」の一部改正（案）について
　　　　：第３号議案～第16号議案　職員人事・給与関連議案

１．理事会付議事項（下記議案についてオンライン会議開催、承認・了承されました）

◆令和３年度  第11回臨時理事会　開催日　令和４年２月15日（火）開催

付議事項：第１号議案　会員の入会承認について
報告事項：報告第１号　会長・副会長・常務理事の職務執行状況報告について 
　　　　：報告第２号　オンライン入会ビデオについて 

１．理事会付議事項・報告事項（下記議案、報告事項についてオンライン会議開催、承認・了承されました） 

◆令和３年度  第11回定例理事会　開催日　令和４年２月28日（月）開催

付議事項：第１号議案　会員の退会について
　　　　：第２号議案　令和４年１月分事業実施状況報告について
　　　　：第３号議案　令和４年度事業計画書（案）について
　　　　：第４号議案　令和４年度一般会計収支予算書（案）について
　　　　：第５号議案　令和４年度資金調達及び設備投資の見込み（案）について
　　　　：第６号議案　令和４年度安全管理対策実施計画（案）について 

１．理事会付議事項・報告事項（下記議案についてオンライン会議開催、承認・了承されました）

２．諸報告

常 　 務 ・ SDGs（持続可能な開発目標）の認証を受けた。これからの就業機会の拡大に繋げたい、また女性
就業でのイメージアップのため、SDGsのロゴを入れたスカーフを作成し配付する。

副 会 長 ・１月～３月の期間は退会者が多く就業率が下がる傾向にある。保育や幼稚園での消毒作業などでの
就業機会を開拓する。

会　　長 ・職員を１名募集する。
・熱中症マニュアルを安全管理委員会で作成中、完成次第報告する。

◆令和３年度  第12回定例理事会　開催日　令和４年３月28日（月）開催

付議事項：第１号議案　会員の入会承認及び退会について
　　　　：第２号議案　令和４年２月分事業実施状況報告について
　　　　：第３号議案　「事務処理運営要綱」様式２号の変更（案）について
　　　　：第４号議案　「職員の勤勉手当に関する基準」の一部改正（案）について
　　　　：第５号議案　「役員賠償責任保険」の件について
報告事項：報告第１号　酷暑期における就業·行動指針について
　　　　：報告第２号    地域班長の委嘱について

１．理事会付議事項・報告事項（下記議案、報告事項ともに承認・了承されました）

２．諸報告

常 　 務 ・１月～３月期間中、家庭の仕事での需要が下がる（要因は植木や除草等の需要低下）。この期間、収入が減る会員
を家事援助でのタスクフォースに組み込む。このため地区担当委員も班長と連携して対応に当たって欲しい。

会　　長 ・葬祭事業が令和３年度で終わる。木曽作業所については当面、従来通り『銀齢だより』の引取りや
作業場として活用する。

安全就業のお願い
昨年６月の総会で、副会長に就任して早く

も９か月が経過しました。
職員からの報告や決裁書類等で気が付いた

ことは以下の通りです。
大きな事故ではありません。就業中の事故

が非常に増えていて、センターとして安全就
業をお願いする次第です。就業中の事故は、
本人はもちろん家族や発注者にも大変迷惑が
掛かります。

　　　　　現場に行く手段に自転車等を利用
する際は、必ずヘルメットを着用
して交通法規を遵守すること。

　　　　　刈払機等を使用する際は、必ず事
前に点検をして安全を確保するこ
と。飛び石で、周囲の車や住宅の
ガラス等破損に注意を払うこと。

　　　　　家事援助事業は他人の室内に入る
ので、家財やテレビ等の傷や破損
に、細心の注意を払うこと。

　　　　　そして、就業は、丁寧に親切に楽
しく終わらせ喜んでいただくこと。

　　　　　シルバーの宣伝にもなりますの
で、作業中は、全てシルバーの帽
子とチョッキを着用すること。

以上、よろしくお願い致します。
（副会長　矢口 孝明）

役
員
室
だ
よ
り お願い１

お願い４

お願い３

お願い２

お願い５

男
女
計

1,989
932

2,921

3
1
4

１．会員登録状況（令和４年２月末日現在） 単位：人

12月末
会員数

2月末
会員数

入会員数
1月

前年
同月比

退会員数

1
2
3

2月
21
8

29

2月
17
18
35

1月
1,955

909
2,864

▲36
▲32
▲68

48,211
51,628

671,408

1,843（3.2%）
4,618（7.7%）
▲389（▲0.0）

1,504
1,655
2,202

52.0 
57.8 
76.4 

２．事業実績 ３．派遣事業

配分金
3,663
5,034

42,243

材料費・他
7,851
8,004

69,322

事務費
59,725
64,666

782,973

合　計
就業実人員
（人）

就業率
（％）

1月
2月
当期累計

3,539 
3,503 

36,685 
▲7,779

523 
514 

5,418 
▲983

80 
82 

111 
▲40

788 
789 

8,380 
▲3,101

１月
２月
当期累計
前年同期比

賃金
（千円）

手数料
（千円）

就業実人員
（人）

就業延人員
（人・日）

◆会員登録・事業実績

（単位：千円）
前年同月比

契　約　金　額

定時総会について
　６月21日（火）午後から和光大学
ポプリホール鶴川で開催する予定で
す。昨年同様に新型コロナウイルス感
染症に対する会員の皆さまの健康の
ため、出来る限り「委任状」又は「議
決権行使書」を提出いただき、当日の
来場はご遠慮いただくようお願いい
たします。なお資料は５月末までに
会員自宅宛てに郵送する予定です。

「Smile to Smile」の登録方法が分からない方
　下記日程で『スマスマ個別相談』（無料、45分程
度）を行っています。感染症対策の為、各時間帯４名
の事前予約制となっています。希望される方は、お電
話（042-723-2147）にてご予約をお願い致します。

（スマートフォンをお使いの方は、当日お持ちください）

＜単発の仕事＞選挙会場での案内業務　就業会員募集！！
就　業　日　2022年７月参議院議員選挙 投票日および

前日準備（詳細日程は未定）

業務内容　前日（土曜）⇒設営準備 ２時間程度
　　　　　（各投票所により異なる）
　　　　　当日（日曜）⇒投票会場にて市民の案内・

駐車場管理など
　　　　　A 6:30～14:00　B 14:00～20:30
　　　　　基本、土日両日とも参加できる方。
条　　件　・公務にふさわしい服装・態度・言葉遣

いが出来る方。
　　　　　・投票に来る市民に対し、親切丁寧な応

対が出来る方。
　　　　　・担当する投票会場を選ぶことはできま

せん。

①メール　宛先「silver-senkyo2022@machida-sjc.or.jp」
　（右のQRコードで申込みできます。自動返信

の確認メールを送付しますので、メールが
届かない場合はお問合せください）

②窓口
③電話（回線が限られているため、可能な方は①か②の

手段でお願いします）

申込期間は2022年５月10日から５月31日まで。先着
順ではありません。

６月以降、結果を順次ご連絡いたします。

申込方法

選考

※QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

⑴ 5/12㈭　⑵ 5/26㈭　⑶ 6/9㈭　⑷ 6/23㈭
時間は各日とも
①13:00 ～　②14:00 ～　③15:00 ～
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「高齢者を地域で支える体制づくり」の構築を推進し、
「高齢者が地域でいきいきと暮らせる環境及び就業の場の創出」を実現します。

事業活動とSDGs（重点テーマ）

１　高齢者が活躍できる就業の場や社会奉仕等の
　　活動ができる場の確保と提供
●性別や年齢での差別・偏見をなくし、働く意欲と能力を

持った健康な高齢者のだれにでも参加の道を開きます。
●社会奉仕活動等を通じて、高齢者の生きがいの充実及び

社会参加の推進を図るために必要な事業を実施します。
●知識や経験を活かした就業の提供とともに、新しいこ

とにチャレンジする機会と、地域とつながっていく場

を創ります。
●地域班を主体とした社会奉仕活動を推進し、“ボラン

ティア全員参加” を目指すとともに地域におけるつな
がり、支え合える基盤をつくっていきます。

●人生 100 年時代を迎え、介護で若い世代に負担をかけ
ないよう、生涯現役を目指します。

２　高齢者へ学びの場の提供

●就業に必要な知識及び技能の付与を目的とした講習を
実施します。

●情報難民にならないようデジタルデバイド（情報格差）
の解消に努め、気軽に相談できる窓口を開設します。

●潜在保育士、潜在ヘルパーを掘り起こし、子育てや家
事などの分野で、現役世代をサポートするため、 豊かな

経験を持つシニア世代に学び直しの機会を提供します。
●「認知症になっても安心して暮らせるまちづくり」に

向けて、認知症について正しく理解し、偏見を持た
ず、認知症の人やそのご家族を見守る認知症サポー
ターの増強に努めます。

３　地域社会との信頼関係確立

●高齢者の多様なニーズに応じた多様な就業機会を提供
するため、町田市をはじめハローワークや社会福祉関
係団体等との連携を強化します。

●適正かつ円滑なシルバー事業の推進のため、全国シル
バー人材センター事業協会、東京都シルバー人材セン
ター連合との連携を強化します。

●ボランティア等の社会活動のほか、地域の課題解決に
つながる活動を行うことができるよう、日頃から地方
自治体、 町内会、自治会等と連携を強化し、地域貢献
にも取り組みます。

●地域の仕事は地域で「互近助（互いに近くで助け合
う）」できる体制を整備します。

　シルバー人材センターの会員に入会
したのは68歳の時で会員歴５年になり
ます。
　最初に就業したのは現在も継続して
います町田市の公園や緑地の清掃で
す。対象の公園・緑地には毎日約10カ
所を軽トラック３台に２人ずつ町田市

を３地区に分けて移動し、清掃の実施、異常個所や不法
投棄の報告、放置自転車の報告、不法投棄や放置自転車
の移送、公園ごみ回収等を行っています。
　私が班長になったきっかけは、この公園清掃で事務を
されていた方が私の地域の班長をされており、班長を十
数年長く続けてこられたとのことであり、その後任にと

いうことで、まずは副班長を経験させていただきまし
た。その後、班長職を引き継ぎ３年経過しました。
　今では約40名の会員さん宅に『銀齢だより』などの
配付物も道を間違えず無難に配付できるようになりま
した。
　未だコロナ禍の影響で、直接対面での話しは避けたい
とお考えの方もいると思いますので、配付物は今ポス
ティングが主体です。ただし、新会員の方には直接手渡
しでの挨拶を心がけています。
　大型受注案件の一つである公園除草作業は今後、会員
の高齢化、人の確保から除草メンバー増員や省力化、便
利ツールの考案等、さらなる現状の改善が必要不可欠と
考えています。

堺地区　小山町１　井上 充男さん

3月25日　会員から寄せられた文房具を社会福祉協議会へ
　　　　  寄贈しました

班 の長 声地域

　シルバー会員としての活動や情報を共有するためにも、各地区（地域）メンバー
のコミュニケーションは欠かせません。

　この先の見通せないコロナ禍で、会員が集まる「地域連絡会」に向けて昨年末より、密を避けて地区担当委員・班長・
副班長が意見交換の場を持ち始めています。中でも堺地区では相原班が毎月開催。地区の地域活動計画や当面の問題
を話し合い、会員宛の「堺地区（相原・小山）班だより」を『銀齢だより』と一緒に発行しています。

地域班長意見交換会

ちょっといい話

　いまから７～８年前、就業時のワン
シーンである。
　それは認知症サポーター養成講座を
ある小学校で朝８時45分から授業の
一環として開いていた時のことであ
る。対象は４年１組30名。当日は私が
進行役を務め、講師はあえてベテラン

の方にお願いした。児童たちは初めから講師の説明する
大切な事柄ををよく聞き、そしてノートに書き留め、む
しろ、我々大人たちに説明していた時よりも、その真摯
さがとても強く感じとれた。特に小学生の中で３年生、

４年生は人の話しをすなおに聞くというその表情が如実
に現れており、とても嬉しく感じたものだ。
　やがて授業が終わり、児童たちは開放され、その中の
男の子が私のところに寄ってきて「おじさん、僕の友達
のおじいさんが認知症だから、今の話をその友達に教
えてくるネ」といって廊下を走り抜けて行った。その男
の子の姿を鮮明に覚えている。なんと素晴らしい子ど
も達だろうと感激した。
　この児童の一言を仲間のスタッフに伝えたところ、
こちらはこちらで、また感心の輪が広がった。

（会員　都築　元郎）

　家族にも勧められるが「今更スマホなんて使
えない！」と思っているシニアの皆さま。まだ
間に合います。そして始めるなら１日でも早
い方がお得です。スマホ相談者の半数は80歳代です。
　スマホにして良かった１番は「QRコードを読み取る
ことが出来る」です。最近見かける四角いモジャモジャ
の「QRコード」と呼ばれる物には情報が詰まっており、
スマホのカメラでその情報が読めるのです。
　テレビ画面でもよく登場しますし、ワクチン接種申
込み書類にもありましたね。『銀齢だより』の表紙題字
横のQRコード読み込むと、シルバー人材センターの

ホームページが見られます。右のQR
コードを読んでみてください。何が出
ましたか？
　やっと慣れた携帯電話での文字入
力。「ガラスの画面で文字入力ができ
るの？」とご心配の方、スマホでは
　　　　　　　　　のところを押して音声入力が出来
ます。国のデジタル予算がシニアにも割り当てられて
おり、生涯学習センター、高齢者支援センターでも無料
の相談室があります。
　スマホはただの電話ではありません。停電してもラ
イトが使えます！「YouTube」で沢山の動画も無料で
楽しめます。

小学生は「すばらしい!!」

スマホ相談員のつぶやき

3月28日　特殊詐欺撲滅キャンペーンに参加しました

防犯活動ボランティア
活動

検索

フラッシュニュース
（4） 2022年（令和４年）５月	 銀	齢	だ	よ	り	



「高齢者を地域で支える体制づくり」の構築を推進し、
「高齢者が地域でいきいきと暮らせる環境及び就業の場の創出」を実現します。

事業活動とSDGs（重点テーマ）

１　高齢者が活躍できる就業の場や社会奉仕等の
　　活動ができる場の確保と提供
●性別や年齢での差別・偏見をなくし、働く意欲と能力を

持った健康な高齢者のだれにでも参加の道を開きます。
●社会奉仕活動等を通じて、高齢者の生きがいの充実及び

社会参加の推進を図るために必要な事業を実施します。
●知識や経験を活かした就業の提供とともに、新しいこ

とにチャレンジする機会と、地域とつながっていく場

を創ります。
●地域班を主体とした社会奉仕活動を推進し、“ボラン

ティア全員参加” を目指すとともに地域におけるつな
がり、支え合える基盤をつくっていきます。

●人生 100 年時代を迎え、介護で若い世代に負担をかけ
ないよう、生涯現役を目指します。

２　高齢者へ学びの場の提供

●就業に必要な知識及び技能の付与を目的とした講習を
実施します。

●情報難民にならないようデジタルデバイド（情報格差）
の解消に努め、気軽に相談できる窓口を開設します。

●潜在保育士、潜在ヘルパーを掘り起こし、子育てや家
事などの分野で、現役世代をサポートするため、 豊かな

経験を持つシニア世代に学び直しの機会を提供します。
●「認知症になっても安心して暮らせるまちづくり」に

向けて、認知症について正しく理解し、偏見を持た
ず、認知症の人やそのご家族を見守る認知症サポー
ターの増強に努めます。

３　地域社会との信頼関係確立

●高齢者の多様なニーズに応じた多様な就業機会を提供
するため、町田市をはじめハローワークや社会福祉関
係団体等との連携を強化します。

●適正かつ円滑なシルバー事業の推進のため、全国シル
バー人材センター事業協会、東京都シルバー人材セン
ター連合との連携を強化します。

●ボランティア等の社会活動のほか、地域の課題解決に
つながる活動を行うことができるよう、日頃から地方
自治体、 町内会、自治会等と連携を強化し、地域貢献
にも取り組みます。

●地域の仕事は地域で「互近助（互いに近くで助け合
う）」できる体制を整備します。

　シルバー人材センターの会員に入会
したのは68歳の時で会員歴５年になり
ます。
　最初に就業したのは現在も継続して
います町田市の公園や緑地の清掃で
す。対象の公園・緑地には毎日約10カ
所を軽トラック３台に２人ずつ町田市

を３地区に分けて移動し、清掃の実施、異常個所や不法
投棄の報告、放置自転車の報告、不法投棄や放置自転車
の移送、公園ごみ回収等を行っています。
　私が班長になったきっかけは、この公園清掃で事務を
されていた方が私の地域の班長をされており、班長を十
数年長く続けてこられたとのことであり、その後任にと

いうことで、まずは副班長を経験させていただきまし
た。その後、班長職を引き継ぎ３年経過しました。
　今では約40名の会員さん宅に『銀齢だより』などの
配付物も道を間違えず無難に配付できるようになりま
した。
　未だコロナ禍の影響で、直接対面での話しは避けたい
とお考えの方もいると思いますので、配付物は今ポス
ティングが主体です。ただし、新会員の方には直接手渡
しでの挨拶を心がけています。
　大型受注案件の一つである公園除草作業は今後、会員
の高齢化、人の確保から除草メンバー増員や省力化、便
利ツールの考案等、さらなる現状の改善が必要不可欠と
考えています。

堺地区　小山町１　井上 充男さん

3月25日　会員から寄せられた文房具を社会福祉協議会へ
　　　　  寄贈しました

班 の長 声地域

　シルバー会員としての活動や情報を共有するためにも、各地区（地域）メンバー
のコミュニケーションは欠かせません。

　この先の見通せないコロナ禍で、会員が集まる「地域連絡会」に向けて昨年末より、密を避けて地区担当委員・班長・
副班長が意見交換の場を持ち始めています。中でも堺地区では相原班が毎月開催。地区の地域活動計画や当面の問題
を話し合い、会員宛の「堺地区（相原・小山）班だより」を『銀齢だより』と一緒に発行しています。

地域班長意見交換会

ちょっといい話

　いまから７～８年前、就業時のワン
シーンである。
　それは認知症サポーター養成講座を
ある小学校で朝８時45分から授業の
一環として開いていた時のことであ
る。対象は４年１組30名。当日は私が
進行役を務め、講師はあえてベテラン

の方にお願いした。児童たちは初めから講師の説明する
大切な事柄ををよく聞き、そしてノートに書き留め、む
しろ、我々大人たちに説明していた時よりも、その真摯
さがとても強く感じとれた。特に小学生の中で３年生、

４年生は人の話しをすなおに聞くというその表情が如実
に現れており、とても嬉しく感じたものだ。
　やがて授業が終わり、児童たちは開放され、その中の
男の子が私のところに寄ってきて「おじさん、僕の友達
のおじいさんが認知症だから、今の話をその友達に教
えてくるネ」といって廊下を走り抜けて行った。その男
の子の姿を鮮明に覚えている。なんと素晴らしい子ど
も達だろうと感激した。
　この児童の一言を仲間のスタッフに伝えたところ、
こちらはこちらで、また感心の輪が広がった。

（会員　都築　元郎）

　家族にも勧められるが「今更スマホなんて使
えない！」と思っているシニアの皆さま。まだ
間に合います。そして始めるなら１日でも早
い方がお得です。スマホ相談者の半数は80歳代です。
　スマホにして良かった１番は「QRコードを読み取る
ことが出来る」です。最近見かける四角いモジャモジャ
の「QRコード」と呼ばれる物には情報が詰まっており、
スマホのカメラでその情報が読めるのです。
　テレビ画面でもよく登場しますし、ワクチン接種申
込み書類にもありましたね。『銀齢だより』の表紙題字
横のQRコード読み込むと、シルバー人材センターの

ホームページが見られます。右のQR
コードを読んでみてください。何が出
ましたか？
　やっと慣れた携帯電話での文字入
力。「ガラスの画面で文字入力ができ
るの？」とご心配の方、スマホでは
　　　　　　　　　のところを押して音声入力が出来
ます。国のデジタル予算がシニアにも割り当てられて
おり、生涯学習センター、高齢者支援センターでも無料
の相談室があります。
　スマホはただの電話ではありません。停電してもラ
イトが使えます！「YouTube」で沢山の動画も無料で
楽しめます。

小学生は「すばらしい!!」

スマホ相談員のつぶやき

3月28日　特殊詐欺撲滅キャンペーンに参加しました

防犯活動ボランティア
活動

検索

フラッシュニュース
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専門委員会活動

 町田市シルバー人材センターが「SDGs
（エスディージーズ）」参加団体として認定！
　世界共通の“持続可能な開発目標”として
の取り組みに、私たちの活動が参加できるの
は誇りです。これまでの知識や経験を活かし
て支え合い、生き生きと暮らせる町づくりに
役立つ、そんな高齢者の働き甲斐を応援する
事業でもあります。ちょっと“やる気”を刺激

されました。
さて、明るい未来を志向して、これまで

億劫がっていたスマホに挑戦するという課題
はどうなりましたか？シルバーの仲間が丁寧
に教えてくれる「無料スマホ相談」、知りたい
ことをより早く、知らなかった世界に踏み
出すチャンスです。

（広報活動委員　Ｙ記）

編 集
後 記

総
務
委
員
会

SDGs事業への取組み
　世界共通17項目のSDGs「持続可能な開発目標」
から6項目の目標に向けての取組みが、日本SDGs
協会より認定されました。それぞれの認定目標は、
①貧困をなくそう ③すべての人に健康と福祉を ④
質の高い教育をみんなに ⑤ジェンダー平等を実現
しよう ⑧働きがいも経済成長も ⑩人や国の不平等
をなくそう ⑪住み続けられる街づくりを ⑰パート
ナーシップで目標を達成しようの８項目です。
　当委員会運営の新入会員を対象とする研修会で
は、「マナー」「安全」「適正就業ガイドライン」

「認知症養成講座」の４テーマについて説明してい
ます。各テーマとSDGs事業との関係では、シル
バーの皆さまの活動が、地域とつながり、高齢者
が生き生きと暮らせる街づくり、公園除草・街路
の美化清掃などが地域に貢献し、住み良い環境づ

くりに役立っていること。また、これまでの知識
や経験を生かすことで、地域で支え合える体制や
安心して暮らせる街づくりに役立っていることを
説明し理解してもらっています。
　これからは、より一層SDGsのゴール目標を念
頭に委員会活動を運営し、皆さまと共に「持続可
能な開発目標」の達成に貢献していく予定です。
　SDGsにつきましては本誌４ページをご覧くだ
さい。

　

・令和３年度事故状況
　　会員の皆さまにおかれましては、日頃より安

全就業にご尽力戴きありがとうございます。
　　さて、令和３年度の事故状況についてですが、

傷害事故16件・賠責事故７件、合計23件となり
昨年度比では合計で４件減となりました。

　　一方で傷害事故につきましては昨年度と同数
であり、その多くが転倒事故となっております。
中には骨折されてしまう方もおり、重症化して
しまうケースも報告されています。

　　お怪我をされてしまうと、就業だけでなくご
自身の日常生活にも影響が生じてしまいますの
で、今年度は昨年度比で事故報告がより減少す
るよう、引続き事故防止にお努めいただきます
ようお願い申し上げます。

・【酷暑期における就業・行動指針】を
　作成しました
　　この度、安全管理委員会では夏季における熱

中症予防策の啓発として「酷暑期における就業・
行動指針」を作成しました。

　　対象職種は屋内外問わず全ての職種を対象に作
成しましたが、主に植木剪定・除草・屋外清掃・
配布業務など屋外での就業が主になる方につきま
してはご参考としていただきたく存じます。

　　以下、項目の一部を掲載します。
　（熱中症の予防行動）
　　①日頃の健康管理
　　②暑さを避ける
　　③適時マスクを外す
　　④こまめに水分を補給する 
　(就業前・作業前の準備）
　　①就業前日は十分な睡眠をとる
　　②余裕をもった作業計画
　　③自分の体調を知る
　　④就業途上は日陰を選んで歩く
　
　　全文につきましては、ホームページからご覧

いただけます。また、印刷物をご希望の方は事
務局へお声掛けください。

安全管理委員会

専門委員会活動特集

広
報
活
動
委
員
会

オンラインによる入会手続きの簡略化
　入会説明ビデオを自宅で聴講、後日
郵送される入会申込書に記入、事務局
に持参することで入会手続きの簡素化
を図ります。
　通常の入会とオンライン入会手順の
比較を右図に示します。
特長：１）　自分のライフスタイルに

合わせた入会手続きが可
能（平日、固定日時開催の
入会説明会への参加不要、
事務所にて手続きするの
も、自分の都合優先）

　　　２）　入会説明ビデオを常時視
聴可能とすることで理解
力向上

開始： 2022年３月１日（火）
状況： 開始して一カ月で、３名の入会がありました。

通常の入会手順

オンライン入会の実施（自宅）

センターにて（事務所対応）

オンライン入会手順
入会説明会の申し込み（電話連絡）

説明ビデオの聴講

理解度確認

後日郵送される入会申込書に記入

入会説明会当日（センターにて）

入会申込書の提出

写真撮影

質疑応答

説明ビデオの聴講

入会申込書の配付・記入

入会申込書の提出

写真撮影

入会説明会の申し込みは不要 ・令和４年度「安全標語」入選作品発表（敬称略）
　　今回もたくさんの作品をご応募いただきありがとうございました。応募総数29名、129句の中

から以下の標語が入選しました。
　　今回入選しなかった方やご応募いただけなかった方につきましては、ご自身の安全意識の啓発に

ついてお考えいただく良い機会ととらえ、次回のご応募をお待ちしております。

　　天　賞　　無事故で今日もお疲れさん　家族の笑顔が待ってます　（薮亀　昭光）
　　地　賞　　身につけよう　ルールとマナーと　思いやり （大橋　民明）
　　人　賞　　健康は　他人（ひと）に頼むな　自己管理 （石川　敏晴）
　　佳　作　　運動で　体の機能　リフレッシュ （平本　明男）
　　佳　作　　大丈夫と　思う心が　事故の元 （藤本　信之）
　　佳　作　　無理はせず　自分で守る　我が命 （高田　清美）

　今年度も安全管理委員会では、会員の皆さまが健康で怪我なく就業をしていただけるよう、健康に関する
セミナーや事故防止の講習会などを計画していきますので、ぜひご参加ください。ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会

ボランティア活動と認知症
　2016年にアメリカの学術誌に発表された記事
によると、高齢者13,262人に対して実施された調
査では、ボランティア活動をする人の認知症の発
症率が7.6％に対し、ボランティア経験がない人の
発症リスクは17.3％だったそうです。日本でも同
様の研究がなされ、2018年１月の朝日新聞の
WEB記事には「町内会やボランティア活動に積極
的な高齢者ほど認知症になりにくい（中略）。
　そんな分析結果を、早稲田大などの研究グルー

プがまとめています。会長や世話役などの役職を
務める人ほど発症するリスクが低く、社会参加が
認知症の予防につながっている可能性がある」と
あります。
　ボランティアは見返りを期待してやるものでは
ありませんが、社会奉仕に対するご褒美なので
しょう。 
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※

042-728-4300
お申し込みは

和光大学ポプリホール鶴川 催し物

発売中

就 業 現 場 を 訪 ね て

昨年６月から就業開始、最初は月１回程度でしたが、現在はほぼ毎週末、午後１時から３時間程、お子
さまをお預かりしています。メンバーは仙石さんを加えた３名で構成（全員女性）、２名就業でシフトを
組んでいます。場所は開催された同一建物内の育児室でお預かりします。

仕事内容について教えてください。

Ａ

Ｑ

　子ども達と関わる就業現場は学童保育や保育園補助など何度か取りあげてきました。
今回は民間団体からの依頼で、週末の会合に参加した方のお子さまを一時的にお預か
りしている就業先を訪問、就業中の藤原さんと藤田さんにお話を伺いました。

事務担当からご紹介があり入りました（お二人は保育の資格を持ち、それぞれ幼稚園、保育園で働いた経
験があり就業しました。これまでの様々な経験がいま活きています）。

この仕事を選ばれた理由を教えてください。

Ａ

Ｑ

お預かりしている人数は１～３名ですが、お子さまの安全・安心のため２名体制で見守っています。
“子どもにとって楽しい場所であること”を常に心がけ、子どもとの信頼関係を築くことで、保護者にも安
心していただけるよう心がけています。

特に気をつけている事を教えてください。

Ａ

Ｑ

帰宅時の子どもの笑顔が最高です。子どもや保護者に多くの事を教えて頂きました。特に子どもは未知の
ところがあり、多くのことを学んでいます。いつも子どもたちに元気をもらっています。

この仕事に就いて良かった事は何ですか。

Ａ

Ｑ

左：藤田さん、右：藤原さん

出世がかかった殺人事件の弁護士に指名
されたスノは、唯一の目撃者である自閉
症の少女ジウを証人として立たせようと
する。ジウのもとを訪れ事件のことを
聞き出すため心を通わせていく努力を
するが、２人は法廷で弁護士と証人と
して向き合うことになり…。

© 2019 LOTTE ENTERTAINMENT All Rights Reserved.

6才～5月24日㈫ ①10:30上映 ②14:30上映 入場料 700円　

無垢なる証人 （2019年/韓国/129分）
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